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福島第一原子力発電所 3 号機の原子炉建屋滞留水をろ過により粒径ごとに分級し，固形分とろ液中の U およ

び Np 濃度を ICP-MS で調べた。どちらの核種も大部分は 10 m 以上の大きな分級試料に確認され，一部は

0.02 m 以下の微細粒子もしくはイオン状で滞留水中に存在することなどがわかった。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所原子炉建屋で採取された滞留水中には比較的高い濃度のα核種が検出されている。

α核種を含む滞留水処理を円滑に進めるため，滞留水中の固形分に含まれるα核種の粒径･化学状態の把握を

進めている [1]。3 号機原子炉建屋地下室で採取された固形分を含む滞留水中のα核種の存在形態を明らかに

するため，固形分を粒径ごとに分級，各粒子サイズ分画に含まれる U および Np の定量を行った。 

2. 実験 

3 号機主蒸気隔離弁（MSIV）室で採取した滞留水を孔径 10 µm，1 µm，0.1 µm および 0.02 µm のフィルタ

の順にろ過した。固形分とろ液に含まれるα核種は硝酸－過酸化水素水溶液を添加し加熱溶解した。溶解し

た試料溶液を UTEVA-Resin カラムに通液して U と Np を分離，回収した溶出液を乾固直前まで加熱し 0.32 M

硝酸で再溶解して ICP-MS 測定溶液とした。 

3. 結果と考察 

滞留水の分級前スクリーニング分析では，主要成分として Fe や U などが検出された。分級後の結果は，試

料全体には 8752 ppb の U が存在し，分級に基づく分布は>10 µm（割合 99.8%，U-235/U-238 同位体比 1.96 

wt%），1 µm–10 µm（0.02 %，1.85 wt%），0.1 µm–1 µm（0.08 %，1.86 wt%），0.02 µm– 0.1 µm（0.10 %，1.86 

wt%），<0.02 µm（0.0005 %，－）であった。滞留水に含まれる粒子状固形分の U-235/U-238 同位体比は 3 号

炉燃料組成（1.90 wt%）[2]と相対誤差数%で一致した。一方，Np は全体で 1.13 ppb 存在し，分級に基づく分

布は>10 µm（90.3 %），1 µm–10 µm（0.6 %），0.1 µm–1 µm（0.6 %），0.02 µm– 0.1 µm（6.3 %），<0.02 µm（2.2 %）

であり，U に比べると 0.1 µm 以下のコロイド粒子やイオン状態のものが多いことが示唆された。 

4. 結論 

滞留水中の粒子状固形分には，原子炉由来の U と Np が含まれ，その大部分は 10 µm 以上の分級試料とし

て捕集されていた。これらの粒径の大きな粒子は底部に沈降していると考えられる。また，低濃度であるが

微細粒子として浮遊あるいはイオンとして水中に存在するものも確認できた。 
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